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WSP 007 追補-2023 水管橋設計基準（計算例） 

頁 誤 正 
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b) 地震時の支承部に生じる鉛直力

＝ RD ＋ +

＝ RD － +

ここに, ： 地震時に支承部に生じる鉛直力の最大値

： 地震時に支承部に生じる鉛直力の最小値

： 上部構造の死荷重により支承部に生じる反力 kN

： 地震荷重が作用したとき支承部に生じる鉛直反力 kN

： kN

＝ ＋ 2 + 2 ＝ kN

＝ － 2 + 2 ＝ kN

なお , RBmin ＞ 0 より－0.3・RDの照査は省略する。
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地震時に設計鉛直震度によって支承部に生じる鉛直反力

b) 地震時の支承部に生じる鉛直力

＝ RD ＋ +

＝ RD － +

ここに, ： 地震時に支承部に生じる鉛直力の最大値

： 地震時に支承部に生じる鉛直力の最小値

： 上部構造の死荷重により支承部に生じる反力 kN

： 地震荷重が作用したとき支承部に生じる鉛直反力 kN

： kN

＝ ＋ 2 + 2 ＝ kN

＝ － 2 + 2 ＝ kN  ＞ －0.3・RD ＝ －26 kN

よって、地震時に支承部に生じる鉛直力の最小値は－0.3・RDの値を採用する。
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地震時に設計鉛直震度によって支承部に生じる鉛直反力
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固定支承の設計荷重

可動支承の設計荷重

RNT

作用の組合せ

13

設計状況の
区分

永続作用 RD

水平方向（kN）

橋軸方向

25

－

－

⑨ D+EQ2

①

⑨ D+EQ2 偶発作用

① D

⑥

作用の組合せ
設計状況の
区分

永続作用

D+WS 変動作用

⑥ D+WS 23

85
橋軸直角方向

D

鉛直方向
（kN）

－

偶発作用

水平方向（kN）

85 －

123

7
変動作用

RwiBmax

RwiBmin
RHW

RHE

23

13
RBmin 59

橋軸方向

RD

112

59

123
RHW

RBmin

13RNT

－

鉛直方向
（kN）

RwiBmin 7

46
RBmax 112

RNEM

RwiBmax

RHE

－

RBmax
RNEF46

橋軸直角方向

固定支承の設計荷重

可動支承の設計荷重

RNT

作用の組合せ

13

設計状況の
区分

永続作用 RD

水平方向（kN）

橋軸方向

25

－

－

⑨ D+EQ2

①

⑨ D+EQ2 偶発作用

① D

⑥

作用の組合せ
設計状況の
区分

永続作用

D+WS 変動作用

⑥ D+WS 23

85
橋軸直角方向

D

鉛直方向
（kN）

－

偶発作用

水平方向（kN）

85 －

123

7
変動作用

RwiBmax

RwiBmin
RHW

RHE

23

13
RBmin -26

橋軸方向

RD

112

-26

123
RHW
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13RNT

－

鉛直方向
（kN）

RwiBmin 7

46
RBmax 112
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RwiBmax
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－
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橋軸直角方向
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(2) レベル2地震動作用時（固定支点部の地震荷重作用時に適用）

鉛直震度を考慮する。

1) レベル2地震動（EQ2）

= (1+Kv2)WD = ( 1 + ) × = kN/m7.080.20 8.50Wve2

(2) 地震の影響（固定支点部の地震荷重作用時に適用）

鉛直震度を考慮する。

1) レベル1地震動（EQ1）

= (1+Kv1)WD = ( 1 + ) × =

2) レベル2地震動（EQ2）

= (1+Kv2)WD = ( 1 + ) × =

Wve2 0.12 7.08 7.93 kN/m

kN/m7.080.20 8.50Wve2

(4)  ⑧  D＋EQ 1  （レベル1地震動）

1) 鉛直荷重 Wv ＝ ＝ × × ＝ kN/m

2) 水平荷重 Wh ＝ Kh1・γp・γq・Wv

＝ × × × ＝ kN/m

γp・γq・WD

7.430.30 1.00

1.00 7.081.05

2.231.00

7.43

(4)  ⑧  D＋EQ 1  （レベル1地震動）

1) 鉛直荷重 Wv ＝ (1+Kv1)・γp・γq・(γp・γq・WD)

＝ ( 1 + ) × ×

× ( × × ) ＝ kN/m

2) 水平荷重 Wh ＝ Kh1・γp・γq・(γp・γq・WD)

＝ × × × ( × × ) ＝ kN/m

0.12 1.00 1.00

1.00 1.05 7.08 8.33

1.00 7.08 2.230.30 1.00 1.051.00

(7) 作用の組合せにおける荷重

D

D+L

D+WS

⑨

鉛直荷重

－

Wv PWh

（MPa）

内圧

（kN/m）

8.27

7.43 －

7.43

4.01

（kN/m）

⑥

作用の組合せ

D+EQ 1

1.2

D+EQ 2

2.23

8.92

7.43 3.13

水平荷重

②

⑧

①

(7) 作用の組合せにおける荷重

D

D+L

D+WS

⑨

鉛直荷重

－

Wv PWh

（MPa）

内圧

（kN/m）

8.27

7.43 －

8.33

4.01

（kN/m）

⑥

作用の組合せ

D+EQ 1

1.2

D+EQ 2

2.23

8.92

7.43 3.13

水平荷重

②

⑧

①



頁 誤 正 

2-10 

 

 

 

 

2-17 
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鉛直方向（v）の反力（せん断力）, 曲げモーメント

永続作用

-583363

D

D+L

D+WS

D+EQ 1

-296

-581

D+EQ 2 384 -319 -628 -697

356

-523

327 320

Mv2（kN･m）

139.4 392偶発作用

-266

116.1

⑨ 83.6

-581

Mv3（kN･m）

設計状況
の区分

一般部

現場溶接部

129.2

327 -523

Mv1（kN･m）RVB（kN）RVA（kN） Mv5（kN･m）

-646

Mv4（kN･m）

①

②

⑥

⑧

69.7

77.5

69.7

69.7 116.1 -266 -523

116.1 320変動作用

-266320

作用の 組合せ

-581

鉛直方向（v）

反力（せん断力）
現場溶接部

管厚変化点
固定支点側 固定支点部

（+側）最大点 （ B点 ）

曲げモーメント

327

鉛直方向（v）の反力（せん断力）, 曲げモーメント

永続作用

-583363

D

D+L

D+WS

D+EQ 1

-296

-581

D+EQ 2 384 -319 -628 -697

356

-523

366 358

Mv2（kN･m）

139.4 392偶発作用

-266

116.1

⑨ 83.6

-581

Mv3（kN･m）

設計状況
の区分

一般部

現場溶接部

129.2

327 -523

Mv1（kN･m）RVB（kN）RVA（kN） Mv5（kN･m）

-646

Mv4（kN･m）

①

②

⑥

⑧

69.7

77.5

69.7

78.1 130.2 -298 -587

116.1 320変動作用

-266320

作用の 組合せ

-651

鉛直方向（v）

反力（せん断力）
現場溶接部

管厚変化点
固定支点側 固定支点部

（+側）最大点 （ B点 ）

曲げモーメント

327

変動作用

97

88

132

70

79

D+EQ 1
95

⑧
OK

管厚変化点 202 202 OK

181
現場溶接部

181

固定支点部

（ B点 ）
202 202 OK

一 般 部

202

現場溶接部
OK

OK

OK

支点部

固定支点側
181

181

曲げモーメント
202

（+側）最大点

（ A点 ）

変動作用

108

88

141

78

88

D+EQ 1
105

⑧
OK

管厚変化点 202 202 OK

181
現場溶接部

181

固定支点部

（ B点 ）
202 202 OK

一 般 部

202

現場溶接部
OK

OK

OK

支点部

固定支点側
181

181

曲げモーメント
202

（+側）最大点

（ A点 ）

変動作用

137

3.0

⑧

固定支点部

79

(126)

OK

0.51 OK

一 般 部
95 123

支点部

（ A点 ）
88

（ B点 ）
(140)

0.42 OK

0.55 OK

0.41

0.67 OK

固定支点側
OK70

137

181

202

202

現場溶接部

現場溶接部

曲げモーメント

（+側）最大点

181

202

2.0

97

D+EQ 1

管厚変化点

132

0.46

変動作用

0.46

管厚変化点

141

181

202

2.0

108

D+EQ 1 現場溶接部

現場溶接部

曲げモーメント

（+側）最大点

181

202

78

137

202

OK

0.61 OK

0.45

0.72 OK

固定支点側

0.46 OK

OK

0.56 OK

一 般 部
105 123

支点部

（ A点 ）
88

（ B点 ）
(140)

(126)

88 137

3.0

⑧

固定支点部
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2-27 

 

 

 

 

2-28 

 

 

 

 

2-29 

  

変動作用

3.0

2.0

管厚変化点

曲げモーメント
97

⑧

固定支点部
132 (202)

支点部

0.41 OK

固定支点側
70 (181) 181

D+EQ 1

OK

現場溶接部

現場溶接部

202

（+側）最大点
一 般 部

95 176 181 0.55 OK

0.40

（ A点 ）

0.50

OK88

196 202

0.46

OK

202

0.67 OK
（ B点 ）

79 196

変動作用

0.71 OK
（ B点 ）

88 196 202

OK

88

196 202

0.46 OK

0.55
（+側）最大点

一 般 部
105 176 181 0.60 OK

0.45

（ A点 ）

202

0.46 OK

固定支点側
78 (181) 181

D+EQ 1

OK

現場溶接部

現場溶接部

⑧

固定支点部
141 (202)

支点部

108

管厚変化点

曲げモーメント

3.0

2.0

せん断力を受ける鋼管部材の照査【支点部（A点）（t=7.0mm）】

72

D

⑥

D+L

永続作用

72変動作用

9.0

8.0

（N/mm
2）

37.6 11 95

判定

29.3 OK

OK

9.0

OK

20.9

せん断力(kN)

69.7

69.7

D+EQ 1

D+WS

設計状況の
区分

69.7①

鉛直方向RVA

83.6

⑧

⑨

（N/mm
2）

応力度τ

水平方向RHA

D+EQ 2

作用の組合せ

偶発作用

②

85 OK

OK

－77.5

制限値τup1

9.0

－ 72

せん断力を受ける鋼管部材の照査【支点部（A点）（t=7.0mm）】

9.0

－ 72

－77.5

制限値τup1

85 OK

OK

水平方向RHA

D+EQ 2

作用の組合せ

偶発作用

②

83.6

⑧

⑨

（N/mm
2）

応力度τ設計状況の
区分

69.7①

鉛直方向RVA

78.1

69.7

D+EQ 1

D+WS OK

OK

10.0

OK

20.9

せん断力(kN)

29.3

判定

8.0

（N/mm
2）

37.6 11 95

変動作用

9.0 72

D

⑥

D+L

永続作用

72

せん断力を受ける鋼管部材の照査【固定支点部（B点）（t=16.0mm）】

D+EQ 2

② D+L

偶発作用⑨ 139.4

1177.0

設計状況の
区分

せん断力（kN） 応力度τ

変動作用⑥

（N/mm
2）

129.2

OK

－ 7.0

鉛直方向RVB

6.0D 永続作用

作用の組合せ

7.0 99 OK

99

制限値τup2

116.1 －

判定

99 OK

OK

OK

①

62.7 8.0 130

⑧ D+EQ 1 116.1 34.8

水平方向RHB （N/mm
2）

D+WS 116.1 48.9

せん断力を受ける鋼管部材の照査【固定支点部（B点）（t=16.0mm）】

⑧ D+EQ 1 130.2 34.8

水平方向RHB （N/mm
2）

D+WS 116.1 48.9

①

62.7 8.0 130 OK

7.0 99 OK

99

制限値τup2

116.1 －

判定

99 OK

OK

（N/mm
2）

129.2

OK

－ 7.0

鉛直方向RVB

6.0D 永続作用

作用の組合せ

⑥ 変動作用

応力度τ

7.0

設計状況の
区分

せん断力（kN）

⑨ 139.4

117

偶発作用D+EQ 2

② D+L

応力度 制限値

（N/mm
2
） （N/mm

2
） 照査 判定

σxp σyp τp σtubp

OK

OK

OK

OK

① D

② D+L

⑥ D+WS

⑧ D+EQ 1

⑨

7.0

6.0

7.0

8.0

作用の組合せ

OK

30

30

30

202

-154 225D+EQ 2 30

-131

-139

-137

30 -134 7.0

172

172

172

0.87

0.92

0.90

0.77

0.76

二方向の応力が生じる部分のある鋼管部材としての照査

応力度 制限値

（N/mm
2） （N/mm

2） 照査 判定

σxp σyp τp σtubp

OK

OK

OK

OK0.77

0.80

二方向の応力が生じる部分のある鋼管部材としての照査

-131

-139

-137

30 -143 7.0

172

172

172

0.87

0.92

0.90

30

202

-154 225D+EQ 2

OK

30

30

30

① D

② D+L

⑥ D+WS

⑧ D+EQ 1

⑨

7.0

6.0

7.0

8.0

作用の組合せ
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(5) 横支材

1) 鉛直荷重による軸力 （②　D +L ）

＝ maxQv ＝ kN

2) 水平荷重による軸力 （⑥　D+WS）

＝ － maxQh ＝ － kN

横支材に作用する軸力

－

－

－

74.4

⑧ D+EQ 1 25.4

① D 永続作用 －

② D+L

変動作用

－

⑥ D+WS

maxbh 74.4

作用の 組合せ
設計状況
の区分

maxbh

（kN）

⑨ D+EQ 2 偶発作用

maxbv 99.2

maxbv

（kN）

84.5

99.2

84.5

84.5

45.784.5

(5) 横支材

1) 水平荷重による軸力 （⑥　D+WS）

＝ － maxQh ＝ － kN

横支材に作用する軸力

－

－

－ 45.7⑨ D+EQ 2 偶発作用

－

⑥ D+WS

maxbh 74.4

作用の 組合せ
設計状況
の区分

maxbh

（kN）

74.4

⑧ D+EQ 1 25.4

① D 永続作用 －

② D+L

変動作用
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(3) 軸方向圧縮応力度及び応力照査

1) 鉛直荷重による応力度 （② D+L）

× 10
3

× 10
2

2) 水平荷重による応力度 （⑥ D+WS）

× 10
3

× 10
2

軸方向圧縮応力度を受ける鋼管部材（横支材）の照査

maxσch

⑥ D+WS 87

永続作用 －

⑧ D+EQ 1

作用の
組合せ

N/mm
2

≦ 0.9σcup

8.64

② D+L

98

115

98

98

＝

＝
74.4

＝
maxbh

A

変動作用

OK

設計状況
の区分

maxσch

0.9 × 143 ＝ 128 N/mm
2

＝ 87

OK

maxσcv

① D

98

軸方向圧縮応力度（N/mm
2
）

maxσcv ＝
maxbv

A

＝
99.2

＝ 115 N/mm
2

8.64

≦ 0.9σcup ＝ 0.9 × 143

⑨ D+EQ 2 53偶発作用 OK

制限値

（N/mm
2）

0.9σcup

128

151

168

判定

OK

OK

OK

OK

＝ 128 N/mm
2

－

30

(3) 軸方向圧縮応力度及び応力照査

1) 水平荷重による応力度 （⑥ D+WS）

× 10
3

× 10
2

軸方向圧縮応力度を受ける鋼管部材（横支材）の照査

⑨ D+EQ 2 偶発作用 OK

制限値

（N/mm
2）

0.9σcup

128

151

168

判定

OK

OK

OK

OK

① D

＝

＝
74.4

＝
maxbh

A

変動作用

OK

設計状況
の区分

0.9 × 143 ＝ 128 N/mm
2

＝ 87

⑧ D+EQ 1 30

53

作用の
組合せ

N/mm
2

≦ 0.9σcup

8.64

② D+L

maxσch

⑥ D+WS

永続作用

軸方向圧縮応力度

（N/mm
2）

maxσch

－

－

87


